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第54回例会昭和58年9月6日（火）晴
へ

◇“君が代” “奉仕の理想”

◇出席報告

会風48満出職31漁

llilﾙｻ*65.96%

◇前回 8ハ30[I (修正出席率)100%

makeup

秋111 .！;.(9/3'8]: l l l), 1'rI I IJg.(9/1瑞穂),深見君

(8/291 l'),加藤(,14)*(9/3守l 1 1),水野（民）

淵.(8/29束)．水野(賀)僻(9/2港)，西川君(9／

11ﾉﾘ), 》尚,:!ﾙWW(9/2束京西),都築識(9/2港),

蝿“ﾊﾞ(8/29' |'）

◇ビジター紹介1僧

◇ニコボックス

′ﾊ:Iﾙ(71.("'1公火l,'ifが続きまして，又インター

ハイ， インセレ無､l1:終了しました),秋ll".
（剛力:- 1$!ﾘｲ|｛を!肥念して）

◇バナー披露

RCofWaikiki，Hawaii （;i･『原荊）

◇三輪幹事報告

1． 「ロータリーの友9月号」が届いており

ますのでお排ち洲I}り~ﾄﾞさい。

2． ノr年度のクラブ計iii'i香ができあがりまし

たのでお排ち州I}り~ドさい。

◇菊池社会奉仕委員長報告

／rｲﾄ度ji:jk!;l･lll'iとお願いをillし上げます。

･ji:業計･lllliとしては11y内14RC合同事業に参加

すること'＊擬公あるごとに報告いたします。
ili独.IIf巣として，すでに皆様の御手許にご案

内がlliいているかと思いますが「秋の交通安

全UIL災迎勤」を|)M催することになりました。
なおこの巡勤は:.｢･ﾙFRC主催の形になって

おりますので全会風の参加をよろしくお願い

いたします。

訂.』|畠）ご案内の! |!でllli装を軽装と記しました

が，例会に御出l'ifされる際の服装程度

で参加~ドさい。

◇竹内会長挨拶

III1"なく家内専州Iの机をみましたら司馬遼

太郎先'|里のぎ，項羽と劉邦』という木がのって

いました。

＋;ﾔ様も御承知の項羽とは楚の人。劉邦は淡

帆の始祁の.I；です。全磯を極めた秦も始皇帝
が没してからは肝1 1の勢いはなく，紀元前

200ｲﾄ頃の嬰王の時代です。

秦に抑}|された各地で反抗のノロシがあが

り‘|典王を棚韮と仰ぐ迎合瓶に結局案は亡ぼさ

れるのですが，その先鋒を承ったのが項羽と

劉邦です。一稀乗りをした方が王様になる約

束でしたが，結局劉邦が先手を打ちました。
1‘1.都成|場に乗り込んだ劉邦は捕願達成に知が

ゆるみかけるのですが，優秀な参謀の献漿に

て祁下に【l i仙地でのlll#森繁行を禁じ，木来な

らi'↑を刎ねるべき楽｣甥を寛大に扱い，史に

存1ILの腱毯やｲj力者を集めて約束します。
「ﾉﾅまでI淋{|.は恕法に苫しんできたが私は約

束するt法はミー職のみ』人を殺した者は死

刑，人を傷つけた者と物を擁んだ者は溌度に

より剛する。他の悪法は全部廃II具する」と。

処を附いた人々は歓呼のﾉ筒を挙げ貞物をもっ
て集まり，是非この凶の王になってくれと蔵

l,lliが1吋まります。以上がｲj.塩な法二章の経緯

であります。"'lﾘ1 l 1新聞にア杉村楚人冠！と

いう有尚な新lill1氾者がいました。 了楚人冠.j
という急ljijがj'･供心にも奇妙で調べたﾂﾄがあ

ります。

さて－･方一蒋疑りには遅れをとりました

が， リ]砿なる.唄羽も間もなく成|場に乗り込み

ます．然し彼は劉邦とは逆に降参した秦王の
嬰を11'[ちに殺し，栄唯を棚めた阿呆宮に火を

つけます。典ﾉ<なる金銀Mｲ･蝋を手にして有]ri

点の項羽は故郷に錦を飾ろうと行進します。
その道付を眺めた人々は「楚人（項羽）は淋

雛(猿)が魅をつけてるようだ」と蝿ります。
需楚人冠［はこの故無に由来したのでした‐

銀畠
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港の為然水艦ﾉ隆地となっており， カムチャツ
カ同様対米戦略上要衝の地であります。そし
てこれら港や飛ｲj場の建設には朝鮮人労伽者
が携っていた故，秘密保持の為帰国はさせな
いだろうという'jfが判り，再度交渉の折，地
位の,l.1ib,IIﾘl鮮人10世帯の一時帰国で了解をと
りつけました。 8月15口大郎へ行きこの'l｛を
報告してきましたが，我々p本人はもっと11t
任を'21党すべきだと思います。他方椛太には
約81'i人のl l本人が賎っております。Ai}|珊ハ
上ロシア人に述れ去られた女･性が人半です
が， これらの人々の中には離婚を頑ね，その
風貌からは戦後の風炉f了を耐え忍んできた跡が
偲ばれ，悲惨な生活を今でも送っている人述
がII｝るのぞす上潅の大根の種を数粒ずつに
分け， ノミ切に排って帰る姿， これを思うに戦
後40年近く絲った今もなお， このような人述
がノルるという現実を我々は肝に銘ずべきであ
ります。

先ｲ1,l述べましたように，樺太が'Il i:1I的要伽
であるが為，その防術而でI↓'央政府と考えﾌﾉ．
が多少迷うが故に大韓航空機蠣躍~‘岬|:が光/|｛
したのではないかと考えますc
ノr)j8I 1より臨時凶会が開かれますが， 大

韓航空擬lﾄ|'|:も当然火きな議題となります
が，減税l剛魑がII 1心となります。 I11 [ | !jij栄の
判決をめぐって国会は大荒れになると新聞は
報迦しておりますが，本当の動きは来年の丁
算が細めないところにあります。役人側は早
く衆磯院の解散を｛j･って，新政樅が琳税を
し、それによって]参算をたてたい,glil｣であ
り， ’ | '牌根i'1.ｲ;| |としては, 1兆円減税を打ち

川し，逸雅戦をｲlillに導く？’｣fを考えているよ
うですが, l l l 1 | ! /1j栄のり|退間題と次jUl政椛を
めぐって, 'i塔を典範の改正までも絡めて水llli
下で順々炎々の駆け6|きが行われているのが

呪災です。

11I1にはレーガン太統緬が来l lします。米
！｣1は'1本とのパートナーシップを求めており
ます-が, l11粒は口本人がllt界のリーダーシッ
プの・塊をl11っているという‘』；をfl党してい
ない点にあります。米国の経済秩序をl 1本が
破峻しているﾉj､i､を認識しないと今後も間脳は
残るでしkう。

さてll史近の数行には危機感を持ちます。 l 1
本氏ﾙﾐはllI:界岐,闇jの氏族だという'‘|負心が雌
い為，ヘタをするとH本民族の滅亡もある’ 1
突然やってくるかもしれません。私共野党も
国際的に大きな視野を持ちながら, H本の将
来を瞳期的にぞえ， これから進んでいこうと
思いますこの意味において．地域社会に役
立っておられるこのような会に参加させて敷
き人変ｲi雌うございました。 （文蛍桝尼）

◇次回例会（9ﾉ11311)

卓i;M ;.II七あれこれ”
公山 小池宗沿．

◇次々回例会（9ハ201 1）

！'.〔識 “絵馬”
伊勢絵'!!jil'li 安田識人氏

（紹介者菅原潤・）

攻撃にはI峻烈でも人心収攪が命く||}来なか

った項羽の故事を自戒をこめて|‘|らの嚥衞に
した楚人冠先生の心意気にj皇供心にも打たれ

たものです。

『法は二章のみ』とf,燃と洲い放った劉州
が後に淡【|ﾘlのi餅､になるのも宝なるII&と思い
ます。

’ '1'12ll＃代公民の先生から「那想のﾄ|会とは
巡在も弁I泌士も医者も要らぬI|:公だ」と雑談
的に謝った事を思い起します。
膜雑なる現代社会はF法は三噸のみ『 とは

参りませんが限本精神はそこでありましょ
う法維が錯綜してきますと‘ｲﾐのjll公の．朝

弓榊リー的な政治に田民はﾉ~i惑う､IMになりま

す。本l lのスピーカー草川ll{{二代縦l fの御祇
蹄に期待する所以もそこにあります、

◇識演

“国政放談”

l l<I公瀧ji

草川昭三氏 （紹介打加膝入職＃）
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7ﾉ]25nより1週間，私は| 11会議!iとして

初めて維太（サハリン）に行ってきました二
梛太はソ連の11 1でも特別ｲj政|>〈で外ll1人ば一
切入111を認めておらず，従って碓内より毎年

・度出る塞参団の船に便乗してｲj･きました。

この|椛太に戦後40年近く絲った/i､もなお｢1本
は大変IE要な問題を残しております。もとl l

水人としてのIIJI鮮人約6〃人のｿ,I}l l〈II川巡であ

ります。彼呼は口水兵によりﾉ<邸，済州!';&か
ら微川され強制労働をさせられてきました。
敗戦により日本人は祁圃にAI}りましたが、朝
鮮人は依然祖|卦に帰れないのです緯I劇では
師年1 1ul大邸で抗議集会をij･っています‐彼

呼は40年間身内の帰国を待ち続け「泣いた族
がi!1になり． もう涙も渦れ果てた 1 1本は黄

任をもって在樺太朝鮮人をﾊ1}ll<|させろ 」と

!訴え続けております。私はIKI際亦I: j竺に撫
えると｣Lに，現地で共産党鰯･ !II: ,i氾と会兄

しA,1}I11について交渉しました。神人でのIIﾘl鮮

人の511il1はソ連IIﾐl籍, 21$'1は｣上IIﾘ|"IKI締をと

っており残りの3割は無|玉|緋のままで祖陣lへ
A,}りたがっているという'｣':でした。しかし，
梛人はミグの唯地があり， オオトマリが不凍
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